
                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

UPS 動作モード（各種機能）変更手順書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 4 月 27 日 

UPS ソリューションズ株式会社 

 

 



 
 

文書名 
 
UPS 動作モード（各種機能）変更手順書 

 
版数 

 
1.0 

 
作成者 

 
UPSS 菅 

 

 

●変更履歴 

版数 日付 変更内容 

1.0 2022/4/27 新規作成 

   

   

   



 
 

文書名 
 
UPS 動作モード（各種機能）変更手順書 

 
版数 

 
1.0 

 
作成者 

 
UPSS 菅 

 

 

1.  ログイン 

 
 
Web ブラウザより該当 UPS の IP アドレスを⼊⼒下さい。 
以下画⾯が表⽰されましたら、ユーザ名・パスワードを⼊⼒頂き 
ログイン下さい。 
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2. 基本設定メニュー 

 
アクセス後、画⾯左のメニューバーより、以下「動作モード」をクリック下さい。 
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3. 動作モード 

 
SSH サーバ機能等、起動/停⽌状態を切り替える機能をラジオボタンで選択します。 
切り替えを実施したら「設定」ボタンで反映します。 
機能の起動状態の切り替えの反映に再起動が必要な場合、「再起動」メニューから再起動を⾏います。 
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4. 再起動 

   

  起動/停⽌の切り替え反映のためにボードの再起動を⾏います。 

  「再起動/パラメータ保存/読出/初期化」メニューから、「再起動実⾏」をクリックします。 

 

  ※ボードの再起動により、UPS 本体の出⼒に影響はありません。 

   IntegMonitor 等で死活監視を⾏っている場合、再起動中に疎通不可状態を検知する場合があります。 


